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２００５年３月、東京都の公立学校で行われた卒業式で、都教委は、児童・生徒・教員に対し、日の丸に向かって直立させ、君が代を斉唱させました。昨年からの都教委のこの暴挙は、思想信条の強制であり明らかな憲法違反です。不服従を貫くという“教育実践”をした教員に対しては、都教委は、見せしめ処分をしてその暴力性を見せ付け“教育効果”を高めています。石川中裁判を支える会の関係者では、根津公子さんと岸田静枝さん河原井純子さんが、減給１割６ヶ月（根津公子さんにとっては第６次被処分）の他、Mさんが減給１ヶ月、Nさん、Fさんは戒告というものです。私たちは、教育基本法と憲法違反のこの蛮行を声を大にして告発し続けます。(事務局)

内容案内

被処分者から……根津公子　２ｐ　岸田静枝 ４ｐ        

「日の丸・君が代」強制反対……田島夏樹　６ｐ　　　田中哲朗……８ｐ

根津公子さんが抱える三つの裁判の進行状況と今後の傍聴のお願い……10p　　

処分に思う　そして、教員の皆さんへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

· 「減給１０分の１　６月」の処分書
３月３１日の処分書発令のとき、読み上げられ、交付された処分説明書には次のようにある。
「平成１７年３月１６日午後３時１０分ころ、東京都立川市立立川第二中学校視聴覚室で行われた職員会議において、同校第５６回卒業式では国歌斉唱の際は指定された席で起立し国歌を斉唱すること及び司会から着席の指示があるまで起立していることという職務命令を校長から口頭及び文書で受けたにもかかわらず、同月１８日午前９時３０分ころ、同校体育館で行われた同卒業式の国歌斉唱の際、いったん起立したが途中で着席し、同校教頭から起立してくださいと言われ一度起立したが再び着席した。
　このことは、地方公務員法第３２条に違反するとともに、全体の奉仕者たるにふさわしくない行為であって、教育公務員としての職の信用を傷つけ、職全体の不名誉となるものであり、同法第３３条に違反する」。

· 「職務」として私は着席せざるを得なかった
「開式のことば」「一同ご起立ください」に引き続く「国歌斉唱」なので、初めは立っていた。「国歌」ということばが発せられた瞬間から心臓が脈打つ。心臓が飛び出すのではないかと感じた。目の前がくらくらする。自分に嘘をつくことの罪悪感が私には耐えられない。「銃剣を突き刺せ」と上官から命令されたセピア色の初年兵の姿が脳裏に浮かんだ。何人かの生徒は私を凝視している。長いながい時間だった。途中まで立って私は着席した。着席して、「ああ、銃の引き金を引かなくてよかった・・・」と安堵。
すぐに教頭が来たのは、処分説明書にある通り。都立校に昨年配置したようにこの卒業式には立川市教委の職員が、私の行為と私のそれを現認し「立て」とその場で指示する校長・教頭の行為を現認するために派遣された。市職員は式の始まるかなり前から職員席のすぐ後ろに立っていた。この市職員も校長も教頭も、人に訊かれたら胸を張って語ることができないであろうことを「職務」としてやっている。寒々しい光景。
「真理と正義を愛し」「真理と平和を希求する」（教育基本法）。戦前の軍国主義教育の反省から生まれたこのことを私は心に留め、仕事をしてきた。「職務」を果たしてきたつもり。真理探究のためには学校（教員）は一つの価値観を生徒に押し付けてはいけない。鉄則だ。多様な価値観を提示し、生徒が自分の考えを確立していけるよう援助することが教員のすべきことである。私が「君が代」で起立できない、歌えないのは、真理を追求することを禁止し、一つの価値観を押し付けることは教育に反することで、学校がしてはいけないこと、と思うからだ。教員の「職務」に反することだから、しない、できないのだ。
私の家の台所には阿波根昌鴻さん（沖縄伊江島で米軍の占領に抵抗し続けた人）のカレンダーが掛っている。月毎に写真とともに阿波根さんの心に沁みることばが載っている。３月のことばは、「何か特別のことをするのが、平和運動ではない。悪いことだけはしない、生活の場から平和をつくり出していく、これが基本であるとわしは考えておる」。「悪いことだけはしない」、そうだよなあ。いまの私には「君が代不服従」と重なる。

· 振り返ると・・・
少し前まではほとんどの教員が「『日の丸･君が代』の強制はおかしい！」と声に出して言っていた。「日の丸」が強制された時、「君が代には反対する」と言った。「君が代」のテープが流れ始めた時、「立つことはしない」と言った。そして、逃げ場がなくなった今、職員会議で発言はない。多くの教員は思考停止を起こしている。「混乱なく気持ちよく送り出してあげよう」という論理のすり替えをし、自ら「君が代」に起立し、生徒にも直接間接に指導してしまっている。
　教員の皆さん、思考停止から解かれて自分に問うてみよう。何のため、誰のために教員をやっているのか？　子どもたちに何と語ってきたのか？と。そして、初心を思い出そうよ。
この卒業式までの処分の量刑は、不起立１回で戒告処分、２回で減給１ヶ月、３回で減給６ヶ月。都教委がこれまで言ってきた累算量刑の仕方でいくなら、不起立３回で減給３ヶ月のはずだが、都教委は、これから続く仲間たちの恐怖心を煽るために飛び級処分に出た。このまま行けば、すぐに免職・解雇が待っているかもしれない。戦前戦中、拷問獄死で脅され「転向」した人たちのことが私たちの現実となった。私や私と同じように何度も処分を受けた教員が常に教育委員会から監視され、いじめられているのを見て、多くの教員がそうされないよう自己規制を働かせてしまうのもわかる。でも、黙っていること、起立してしまうことが権力に利用されている。教員たちの結果としての無関心・服従が私たち被処分者を窮地に追いやる、次にはあなたに番がまわってくる。権力を持つ者の分断策に乗らないでほしい。
◆今ならまだ間に合う
まだ今なら鉄が冷めてはいない。支持をしてくれる人たちが周りにはいっぱいいる。「『君が代』の強制はおかしい」と思っている教員が皆声を上げ、不起立・伴奏拒否して立ち上がることにこそ、打開の道がある。大勢で思い扉を開けようよ。こちらが大勢だったら重い処分を課すことに、都教委も躊躇するはず。国際世論も許さないだろう。「不服従が私の職務！」と声上げよう。国家の意のままになる子どもをつくることに加担しないように。
教育委員会は私をいじめにいじめるけれど、支えてくれる人はいる。生徒やまったく面識のない保護者からも生徒を通して、「応援しているよ。がんばって」と言ってもらえると、元気になれる。今回も私はたくさんの元気をもらった。行動しなければ出会うことのない喜び。長い間教員をしてきた方、一歩だけ、さあ、ご一緒に。（ここまで、３月３１日記す）

◆入学式では自分の気持ちに正直に
卒業式で起立していた時間の耐えられない気持ち、そして治安維持法下のような処分発令を経て、私の気持ちは服従しない、と固まっていった。都教委は「免職」をちらつかせれば教員なんて黙る、と甘く見たのだろうが、皆がそうするのではない。世の中には闘い続けている人がたくさんいるではないか。私も都教委から攻撃され続けることによって、教育とは何か、私の職務は何かを深く考え、強くもなった。北九州や広島の処分発令も許さないが、それでも両教委は都教委ほどの累算量刑を科してはいない。都教委が免職にするまで攻撃してくるなら、私はしっかり都教委と付き合い、闘っていくことに決めた。
入学式直前の職員会議で私は、「理不尽なことには服従しないというのが、教員としての職務と思うから私は着席します。希望を持つから闘います」と発言した。そして今日４月７日の入学式では、初めから着席した。嘘をつかずにいられて、気持ちは穏やか。生徒に訊かれて、「私は、おかしいことには服従しないんだ」と答えた。私の行動やそれに対する教育委員会の仕打ちを通して、生徒たちが考えるきっかけをつかんでくれたらうれしい。
停年まで教員として働きたい！その思いは強い。（４月７日）
追：今日も私の行為と校長・教頭の現認行為を現認するために立川市教委は女性の指導主事を派遣した。保護者と識別できないように女性を派遣したのだと思った。今日すでに校長から、次に市教委から事情聴取をされた。１１日には都教委の事情聴取があるという。処分発令は早いと思われる。都教委に抗議を寄せてください。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸田静枝

私は、今春の卒業式で、一挙に「減給10分の一、６ヶ月」処分となった。区教委の事情聴取もないまま都教委に呼ばれた。都教委の事情聴取では、私はこれまで同様弁護士の立ち会いを要求し続けたが、立ち会いは認めないと拒否され、結局、事情聴取はされず、処分発令となった。

前回の処分は減給１ヶ月だったが、減給処分になると給料の電算処理が事務手続き上できないのだそうで、手渡しされた。減給はボーナスにも影響し、ボーナス時にも手渡しとなり、２度に渡って、何度数えても枚数の少ない現金を受け取る体験をした。『おまえは悪いことをした。だからこれだけなのだ』と思い知らされるような空しさを感じた。私は、一緒に仕事をしてきた他の教員の９割の働きしかしていないということなのか、どこの落ち度があったのか、という弱気と孤独にめげそうになり、しばらくの間、自分がおかしくなっていた。

処分には少しも愉快になれないのだが、「君が代」の伴奏と児童への指導という職務命令を板橋区民の皆さんの力で撤回していただいたということは、声高に発信していきたい。

「10・23通達」には、音楽教員が「君が代」のピアノ伴奏をするとは明文化されていないが、教育事務所指導課から、『「君が代」のピアノ伴奏は音楽専科の職務である』との文書が出ている。子どもたちと音楽では最も強く結びついている音楽教員が「君が代」の伴奏をするのである。断れば「職務なのだから」と命令される。命令に従わなければ処分される。音楽教員がピアノ伴奏を断ったときには「テープを流す」という方法は、「10・23通達」以降ありえない。どうしても音楽専科の教員が「弾けない」と言えば、ピアノができる学級担任の誰かが替わりに弾くかも知れないが、それで音楽教員の職務命令違反がなくなるわけではない。音楽の教員は、何が何でも「君が代」伴奏を強制されるか、あるいは処分かの崖っぷちに立たされる。この職務命令を板橋区民の皆さんは、撤回させたのである。学校現場から見ると、信じ難い、すごい快挙である。私の訴えを正面から受け止め、自分のこととして考えあった区民の皆さんは、あちこちにファックスを送り、警察を呼ぶと脅されながらも区教委に要請に行き続け、実際警察がきている中でビラ撒きをし続けてくれた。その結果、卒業式の前日、校長は、ついに「10月に出した職務命令は、もういいことにします」と言った。ここで、やっと、私は、他の職員と同じラインーー『起立か不起立かの選択ライン』ーーに立てたのである。しかし、今回、校長は、私にだけ、教頭が「現認（立ったかどうかを確かめること）」できる場所に私の座席を指定した。数多いパイプ椅子の中で、どんな理由で一つを指定するわけ？　私は「君が代」強制反対の意思表示だけでなく、たった１年での異動に対して抗議の気持ちをこめて着席した。

たった１年での予期せぬ異動……。子どもと無理やり引き離されることがこんなにつらいとは……。あれもこれも、子どもたちと一緒にやろうと思っていたんだ……。ダンボールに楽譜を詰めながら、涙が止まらなかった。なぜ、出て行かなくてはいけないのか「日の丸・君が代」に反対しているというその一点だけで、人格から生活から全てを否定されてしまう。

「君が代」ピアノ伴奏のことを、「踏絵を踏まされる」とよく例えられる。踏み絵は踏まないと命がなくなる。しかし、不起立では、給料が減らされるだけだ。一人でも多くの人が反対の意思表示をして不起立ができればいいのになぁと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



私は大学1年生。根津さんの教え子です。中学1年生の時に根津さんが担任でした。担任をしていただいたのは1年間だけでしたが、根津さんの「自分の頭で考え、判断し、行動する」といメッセージに私は強く影響されました。　私は、日の丸・君が代の強制に反対です。4月6日に都庁で強制反対の抗議と記者会見があり、私も抗議文を書いて参加しました。これは、その時の抗議文です。
　　　　　　　　　　　　　抗議文　　　　　　　　田島夏樹

　今、都立学校の入学・卒業式等の式典で日の丸・君が代が強制され、これに従わなかった先生方が次々と処分されています。また、生徒が君が代斉唱の際に起立や斉唱をしないと、担任の先生が処分されるという事態も起きています。私は都立高校の卒業生として、このような強制と処分に強く抗議します。

　まず、生徒から考え、判断する機会を奪うのは止めて下さい。私達生徒は日の丸・君が代の意味をほとんど教えられていません。意味も分からないまま、「決まりだから」というだけで式典では日の丸が掲げられ、君が代が演奏されます。特に君が代については、歌詞の意味も知らされずに、ただ立つこと・歌うことだけが求められます。なぜ、意味も分からない歌を歌わなければならないのですか。入学・卒業式の主役は私達生徒です。決まりきった式の進行を押し付けるのは止めて下さい。企画から進行まで生徒が主体となって携わる式こそが、私達の望む式です。その方が、独創的で思い出に残る式になるからです。

　必要な情報や考える機会を与えられず、ただ「決まり」に従わせるやり方は、東京都教育委員会の方針にも反しています。私の高校の卒業式にいらっしゃった都教委の方も、「物事を自分で考え、判断して下さい。」とおっしゃいました。どうか、日の丸・君が代についての意味や歴史的背景(戦前・戦時中にどう使われたか等)といった正しい情報と、なぜ式典の際に日の丸・君が代が必要なのかを私達生徒に教えて下さい。そして、私達に判断させて下さい。

　また、君が代斉唱の際に、先生方に起立を強制し、不起立だった先生方を処分するのは止めて下さい。先生方はそれぞれ、日の丸・君が代に対して様々な思いを持っておられます。自らの良心に照らし合わせて自分の良心を守るために、どうしても立つことができない先生方もいらっしゃいます。このようなことを考慮せず、起立や斉唱を強制し、起立しなかった先生方を処分することは、憲法で保障した「内心の自由」を侵すことにもなります。

　それに、不起立だった生徒の担任の先生を、「指導力不足」として処分するのは止めて下さい。自分が意思表示をすることで、好きな先生が処分される―それは生徒にとってとても辛く、ジレンマに陥る生徒も大勢いるでしょう。そういった感情を利用して、生徒から意思表示の機会を奪い「決まり」に従わせるやり方を、私は決して許すことができません。

　一人一人が日の丸・君が代について考えた結果、判断し行動する。そうしたことができる権利と自由を、私達生徒と先生方に保障して下さい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広告元　田島夏樹　　　　

　　　　　
(仮称)

アクセスはこちら！→　e-mail：jugendnetzwerk@yahoo.co.jp　
ＵＲＬ：http://ca.groups.yahoo.com/group/why_must_sing/
　今、都立学校の卒業・入学式などの式典で日の丸・君が代が強制されています。
君が代斉唱の時に起立しなかった先生方が処分されたり、生徒が起立しないと
担任の先生が処分されるという事態まで起きています。
　こんな処分はおかしい！立つのも立たないのも個人の自由だ！好きな先生が
処分されるのはイヤだ！そんな思いを持った都立高校の卒業生達が集まって、
日の丸・君が代の「強制」に反対しようと立ちあげたのが「自由を守るユーネ
ットワーク」です。現在メンバーは７名で、全員が10代～20代です。
私たちは、ほぼ月に１回のペースで集まり、強制や自由について話し合った
りしています。今後は都議会や都教委への陳情書と署名の提出等の活動をして
いく予定です。
　ますます激しくなる都教委の強制や処分ですが、「おかしいな」と思った１人
１人が声を上げなければ事態は悪化する一方です。１人の声だけでは小さいか
もしれませんが、大勢で声を上げれば流れを変えられるかもしれません。何も
しないで黙っているのはやめて、一緒に考えて声を上げてみませんか？私達と
同じ気持ちを持っている人、「自由を守るユースネットワーク」に連絡してくだ
さい。私立高校の卒業生、都立／私立の在校生もぜひ参加してください！
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　石川中裁判を支える会・会員の田中哲朗さんは、23年前に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖電気八王子工場を不当解雇されました。以来、毎朝、工場

前で、不当解雇撤回を主張して、ギターを抱えながら人間の尊

厳を問う歌をうたって出勤する社員に呼びかけています。全国から

支援者が集まるだけでなく、海外のメディアからも注目されています。

檄文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　全国の教員の皆様へ　　　　　　　　　　　　　２００５年４月４日
　　　　　　　　　田中哲朗
東京都教育委員会は卒業式の君が代斉唱の際の不起立を理由に５０名を超える教員に減給などの懲戒処分をしました。　私が指摘するまでもなく、この問題は「君が代」という「国歌」が好きか嫌いかという小さな問題ではなく、日本の民主主義の根幹に関わる問題です。起立しなかった教員は起立しなければ、自分に懲戒処分が下されることを十分知った上で、多くの人から注視される苦痛に耐え、それを貫きました。
　それは、教育者としての良心に勇気を奮い起こして従ったものであり、賞賛されこそすれ、罰せられるべきものであろうはずがありません。　 日の丸君が代の強制が求めている「愛国心」は母なる山河を愛する心ではなく、日本に住む全ての人々を愛する心でもなく、国家権力、権威に従順である「心」です。「愛国心」は愛という言葉とは裏腹に、アメリカの９．１１以降の使われ方、戦時中の日本での使われ方を見ても、実態は、「団結」するために敵を憎む心です。　「人類愛」とは根本的に異なっています。

強制する側の「愛国心」が民主主義と相反しないものであるならば、納得いくまでの議論があってしかるべきです。しかし、公務員なのだから命令に従え」と常に議論は拒否されてきました。公務員であっても、命令には従うべき命令と、批判し議論しなければならない命令があり、区別されなければなりません。シンボルや権威への従順を強制し、批判させない「踏み絵」の手法は昔から全体主義の体制を確立し維持する方法として使われて来ました。日本の軍国主義でも、ナチスドイツでも、そして北朝鮮でも。
.「踏み絵」が機能すると権力の暴走を国民が批判によって止めることが困難になります。その結果、ごく一部の権力者の利益の為に大多数の国民が犠牲になる事態を招きます。国民にとってなんら必要のない戦争を引き起こし、多数の犠牲者を出すことがその最たる例です。これが歴史の中で繰り返されてきたことを知るからこそ、それに容易に繋がる事態を止めようとする人が日の丸君が代の強制という「踏み絵」に反対しています。「踏み絵」は突きつけられたものには踏み絵と分かります。そして踏む理由の言い訳が用意されています。「踏み絵を踏んでも自分の良心まで売り渡したわけではない」しかし、それを踏むことで良心の根底の部分が壊されます。それが踏ませる側のねらいです。日本では言論を理由に殺されることはありません。 日の丸君が代に反対しただけでは殺されることも投獄されることもありません。しかし、わずか６０年前は批判しただけで殺されたのです。そして、現在の「殺されない状況は」なんとなくそう変わったのではなく、民主主義を構築する為に、命を賭して権力と闘った人たちが存在した結果です。　私たちはこの事実を忘れてはならない。　現在の状況が悪化すれば、いつかナショナリズムが異常に高揚し、全体主義の時代が再来しないという保障はありません。言うまでもなく、この問題の責任を一部の勇気を振り絞って耐えている教員に押しつけてはならない。全員でなくても、せめて１０％か２０％の教員が起立を拒否すれば懲戒処分は容易に出すことは出来ず、社会全体の議論が起こり、解決に向かいます。現状は、自分に言い訳をして逃げる人が多いために事態が悪化し続け、いつかさらに悪い形で逃げた人の首をも絞めることになります。この問題には全ての良心を持つ教員に責任があり、さらには、民主主義を標榜する全ての政党、労働組合、市民団体、そして私たち市民国民一人一人に責任があります。 

全ての教員の皆様、国民に勇気ある行動を呼びかけます。教員の皆さんはその先頭で、誇りを持って闘って頂きたいと思います。

. 誇り高く生きることを子供達に語ろう　/　　誇り高く闘うことを私達が示そう
民主主義の大切さを子供達に語ろう　/　 平和への思いを、私達が示そう

１００年前の人権ひどかった    /  闘った人がいたから今がある
今日はむなしく思えたとしても  /  １００年あとが今よりいいように

誇り高く生きることを子供達に語ろう  /  誇り高く闘うことを私達が示そう
民主主義の大切さを子供達に語ろう　/  平和への思いを、私達が示そう



根津公子

第３次被処分　石川中裁判
２月22日に最高裁に上告した後、上告から50日以内に上告理由書と上告受理申立て理由書を出すことになっています。上告理由書は判決に憲法の解釈の誤りやその他憲法上の違反がある時に提出するのだそうです。上告受理申立て理由書というのは、判決に最高裁の判例と相反する判断があるときや、重大な法令の解釈上の問題があるときに提出するのだそうです。今準備を進めています。
第４次被処分　多摩中指導力不足等教員捏造事件裁判
３月７日第４回法廷では原告準備書面（２）に対し、被告が準備書面で反論をしました。前回原告が提出した準備書面（２）は、家庭科で「男女共生」「男女共同参画」のテーマで授業をすることの積極的意味・意義を述べた上で、私の授業がそれに合致し、学習指導要領にも沿ったものだということについて、半田たつ子さん、鶴田敦子さんの意見書を添えて主張しました。それに対し被告がしてきた反論は次の通りでした。
①「男女共生」をテーマに「従軍慰安婦」を取り上げたことが問題ではなく、授業の進め方が問題だ。従軍慰安婦等を授業で取り上げたこと自体を非難してはいない。
②学習指導要領において求められている男女共同参画社会推進のための中学校技術・家庭科はあくまで「家庭の在り方や家族の人間関係」の側面であり、社会問題としての女性差別にかかわることではない。
③異性間暴力・性暴力や同性愛の問題は家庭分野において取り扱う内容とはなっていない。触れることが許されないではないが、あくまで学習指導要領上、指導すべき事項を指導した上で、しかも学習指導要領上に示された教科の目標に即し、実施すべきものである。
④前島校長が再三にわたり学習指導要領に則った指導内容のわかる年間指導計画の提出を指導命令していたにもかかわらず、これに応じず、（原告の授業は）指導すべき事項を網羅していない。また、学習指導要領に示された技術・家庭科の目標に沿うものではなかった。
　この主張を読んで私の思ったことを簡単に記します。
　「従軍慰安婦等を授業で取り上げたこと自体を非難してはいない」。よくもこんなことが言えたものです。前島校長はもちろん、市教委も２００１年２月「苦情」が寄せられた当初、取り上げたこと自体を問題にしたではありませんか。「慰安婦の授業をやったかどうかだ」とすごんだ肥後教頭のことばに、満足そうに頷いた前島校長の顔を忘れることはできません。６月に校長が開いた緊急保護者会でも、「慰安婦の授業をしないと約束してほしい」と言う保護者の要求に、取り上げたことに問題はないとは一言も言わず、「皆さん、今言わないと言う時がありませんよ」とさらにけしかけた教頭と校長。今さらよくもまあ、「取り上げたこと自体を非難してはいない」なんて言えるものです。厚顔無恥とはこのことを言うのでしょう。
②では、家庭が無人島にあるかのような主張をする。「従軍慰安婦を取り上げたこと自体を非難していない」と言いながら、③で性暴力は家庭科で扱う内容ではないと言う。「家庭の在り方や家族の人間関係」と言いながら、同性愛者の家庭を否定するも同じ主張をする。②③は性差別の何たるかをまったく理解しない主張としか言いようがありません。性差別を理解しないで時流に乗って「男女共同参画」ということばをもてあそんでいるのではないか、お二人の意見書を読んだのかしら？と思います。
　④の年間指導計画については、前島校長の理の通らない、しかも理由も変遷する職務命令に理不尽と思いながらも私は耐え応じてきました。学習指導要領に示す目標以上のことをやってきたはずです。
　このような私の思いと理論的主張を次の準備書面で提出する予定で、いま準備中です。
第５次被処分　調布中への見せしめ異動裁判
３月２４日の第５回法廷では、被告準備書面（１月１１日提出）に対しての反論を準備書面で提出しました。被告準備書面は、「原告を教育現場から排除できなかったことに対する報復であるとする原告の主張には理由がない」としながら、２０ページ以上にわたって原告は多摩中でこんなにひどいことをし、非違行為をはたらいた、というものです。それに対し私のほうからは、指導力不足等教員に仕立て上げようとした経緯について、加えて、９０分を超える異動を山本校長が知っていた事実などについて主張しました。
　次回予定されていた４月１８日は取りやめになり、スケジュールを１回分早めて５月３０日（月）に証人尋問が行われることになりました。午前午後を使い多摩市教委指導室長、調布市教委指導室長、都教委多摩事務所管理主事が証人台に立ちます。
毎回傍聴に駆けつけてくださってありがとうございます。「傍聴に行けなくって」とご丁寧に連絡をくださる方もいらして、本当にありがたく思います。原告は一人でも、支えてくださる方皆のたたかいだと感じることしばしばです。５月３０日は朝から始まり、昼食をはさんで１時１０分から午後の部が始まります。片方でも予定に入れていただけると嬉しいです。

今後の予定
５月16日（月）16：00　多摩中事件第５回　　東京地裁７１０号法廷
　　　　　　　まだ、書面審理ですが、こちらも傍聴をお願いします。
５月30日（月）10：30～12：00　13：10～15：30
　　　　　　　　       異動事件第６回       東京地裁７２２号法廷　
証人尋問　　多摩市教委指導室長、調布市教委指導室長、

都教委多摩事務所管理主事尋問
６月６日（月）１３：３０～異動事件第７回　　東京地裁７２２号法廷
　　　　　　　原告尋問

２００５年度の勤務校は引き続き立川第二中学校です。
　一昨年改定の異動要綱は校長の考えで「着任１年での異動可」としたので、私はそれを適用されると観念していました。しかも、私は０３年も０４年も「過員配置」という異動要綱を悪用した配置をされていました。「過員配置」の場合、その期限は１年限り、翌年には過員分の１人は転出することに異動要綱で決めています。私には、「着任１年での異動」が二重に用意されていたのです。実際異動作業の中で、私の異動カードは都教委にあげられました。諦めながらも、しかし、理不尽なことは許さない！との思いで、発信し、闘いました。その結果・・・今年の異動は消えました。諦めないで闘うことですね。(根津)

２００５年度の会費ご入金のお願い

多くの会員の皆様のご支援に支えられて、石川中裁判を支える会の活動を続けることができています。まず、御礼申し上げます。２００５年度の会員更新手続きの時期となりました。本年度もぜひとも継続して御支援くださいますようお願い申し上げます。

年会費は2,000円です。郵便局の口座 00150-7-15453 石川中裁判を支える会　あて、お振り込みいただけますよう、 よろしくお願いいたします。　事務局
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